
             越谷市倫理法人会会報  平成２３年３月１日発行  平成２３年度、第７号 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥役員による会場への御礼の挨拶 ⑤高橋努（当会会員）市長の挨拶 ④松丸靖名誉研究員の講話 

【 

三
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
四
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

比
企
準
倫
理
法
人
会 

会
長 

井
口 

富
夫
（
㈱
マ
ル
イ
） 

テ
ー
マ
『
倫
理
普
及
に
燃
え
て
』 

・
十
一
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

甲
斐
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

米
山 

久
登 (

㈲
ワ
イ
・
ス
テ
ッ
プ)

 
 

テ
ー
マ
『
ラ
イ
バ
ル
は
昨
日
の
自
分
』 

・
十
八
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

社
団
法
人
倫
理
研
究
所 

参
与 

 

戸
田 

徹
男 

 

テ
ー
マ
『
古
く
て
新
し
い
企
業
の 

あ
り
方
』 

・
二
十
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

総
合
社
会
文
化
博
士 

 

宮
西 

ナ
オ
子 

テ
ー
マ
『
朝
起
き
が
人
生
を
変
え
る
』 

 

「
倫
理
経
営
後
援
会
」
大
成
功
！ 

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

役
員
一
同 

◆ 

幹
部
研
修 

・
十
七
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

 

講
師 

戸
田 

徹
男
（
詳
細
は
前
述
） 

テ
ー
マ
『
一
日
一
回
、
必
ず
や
る
』 

 

会
場
：
南
越
谷
一
丁
目
自
治
会
館 

《
「
倫
理
経
営
講
演
会
」
成
功
裏
に
終
了
》 

 

二
十
三
年
度
の
倫
理
経
営
講
演
会
は
、
一
月 

二
十
四
日
に
ベ
ル
ヴ
ィ
ギ
ャ
ザ
ホ
ー
ル
を
会
場 

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
粟
屋
慎
治
副
会
長
の
進 

行
に
よ
り
、
中
村
猛
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、 

株
式
会
社
新
興
設
備
の
皆
様
の
朝
礼
実
演
、
そ 

し
て
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
、
松
丸
靖
名
誉
研 

究
員
に
よ
り
ま
す
テ
ー
マ
「
ト
ッ
プ
を
支
え
る 

家
庭
力
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
礼
実 

演
で
は
、
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
の
朝
礼
と
題
し 

て
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
元
気
一
杯
、
笑
顔 

溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
朝
礼
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
松
丸
靖
研
究
員
の
講
話
は
大
変
分
か
り
易 

く
心
に
染
み
入
る
も
の
で
、
参
加
者
の
皆
様
も 

真
剣
な
眼
差
し
で
静
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
【
ト
ッ
プ
を
支 

え
る
家
庭
力
を
培
う
】
魂
の
正
常
化
を
は
か
る 

家
庭
づ
く
り
、
①
平
和
で
あ
る
こ
と
②
朗
ら
か 

で
あ
る
こ
と
③
う
る
お
い
あ
る
こ
と
④
喜
び
に 

か
が
や
い
て
い
る
こ
と
【
家
庭
力
を
高
め
る
基 

本
的
実
践
】
①
き
め
ご
と
を
守
る
人
に
な
る
こ 

と
②
親
祖
先
を
尊
ぶ
人
に
な
る
こ
と
③
夫
婦
愛 

和
の
生
活
を
目
指
す
こ
と
④
恩
の
自
覚
を
高
め 

深
め
る
こ
と
⑤
天
職
に
い
き
ぬ
く
人
に
な
る
こ 

と
。
心
を
一
つ
に
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、 

高
橋
市
長
を
始
め
、
二
百
六
十
六
名
の
ご
参
加 

を
頂
き
、
ま
た
懇
親
会
で
は
飯
田
事
務
長
の
進 

行
に
よ
り
歌
あ
り
抽
選
会
あ
り
と
最
後
ま
で
盛 

会
で
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
①中村猛会長の挨拶で始まりました ②新興設備の皆さんによる朝礼実演 ③講話に聞き入る参加者の皆様 
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 《

一
月
二
十
五
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

前
日
開
催
の
倫
理
経
営
講
演
会
に
続
い
て
、
松
丸
靖

名
誉
研
究
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、
『
真
の
成
功
へ
の
道
行
』
を
テ
ー
マ
に
「
真
の 

成
功
者
を
目
指
す
に
は
①
き
め
ご
と
を
守
る
人
に
な
る
こ
と
②
親
祖
先
を
大
切
に 

す
る
人
に
な
る
こ
と
③
夫
婦
仲
の
良
い
人
に
な
る
こ
と
④
恩
の
自
覚
を
高
め
、
感
謝

の
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
⑤
天
職
に
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
の
五
項
目
の
実
践
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
い
。
こ
の
五
項
目
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
と
し
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
あ
り
方
を
磨
く
た
め
の
手
立
て
で
す
。
」
と
話
さ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
、
ま
た
「
良
き
企
業
人
で
あ
る
前
に
良
き
家
庭
人

で
あ
れ
。
良
き
家
庭
人
で
あ
る
前
に
素
直
な
人
間
で

あ
れ
と
。
」
と
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
二
日
間
に
わ 

た
る
ご
指
導
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
渡
辺
秀
雄
幹
事
が
「
感
謝
し

な
が
ら
仕
事
を
続
け
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
拍
手
。

 講師の松丸靖名誉研究員 

《
ニ
月
十
一
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

新
宿
区
四
谷
倫
理
法
人
会
の
藤
間
浩
菊
事
務
長
（
藤
間
浩
菊
事

務
所
代
表
・
日
本
舞
踊
師
範
・
女
優
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
テ
ー
マ
『
世
界
に
誇
る
日
本
の

美
』
と
題
し
、
倫
理
の
出
あ
い
は
二
年
前
で
、
最
初
の
Ｍ
Ｓ
で
経
営
者
の
皆
様
が
と
て
も
元
気

が
あ
り
、
規
律
が
あ
り
、
素
直
で
あ
り
、
感
動
し
、
こ
こ
が
勉
強
の
場
と
思
い
直
ぐ
に
入
会
し

ま
し
た
。
ま
た
日
本
の
文
化
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と
の
熱
い
思
い
を
話
さ
れ
感
銘
し
ま
し
た
。

益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
楽
し
み
で
す
。
ま
た
本
日
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
経
営
者
の

高
山
美
智
代
氏
、
ト
モ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
知
久
重
明
氏
の
、
新
入
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 二社の新入会式の様子 

最後に「車屋さん」と

「なだそうそう」の歌

に合わせて、華麗な踊

りを披露されました 

講師の藤間浩菊氏 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

《
ニ
月
四
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

古
河
倫
理
法
人
会
の
田
口
初
枝
広
報
委
員
長
（
シ
ュ
ー

ズ
サ
ロ
ン
タ
グ
チ
）
を
講
師
に
お
招
き
し
『
夫
婦
愛
和
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂
き

ま
し
た
。
仕
事
と
子
育
て
に
苦
難
が
同
時
に
き
た
と
き
に
、
倫
理
指
導
を
受
け
「
親

を
大
切
に
し
な
く
て
子
ど
も
が
良
い
子
に
育
ち
ま
す
か
。
」
と
言
わ
れ
倫
理
実
践
を

決
意
。
親
孝
行
と
両
家
の
お
墓
参
り
。
二
人
朝
礼
と
ト
イ
レ
清
掃
。
母
に
手
紙
を
書

く
こ
と
等
。
実
践
を
重
ね
る
中
で
、
田
口
家
の
嫁
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
三
人

の
息
子
達
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
倫
理
の
お
陰
で
今
の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
と
結

ば
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

講
話
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
尚
、
会
員
ス
ー
チ

で
は
小
泉
真
一
会
員
が
「
自

分
も
皆
さ
ん
が
明
る
く
元
気

に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
拍
手
。

 

 
会場内でご主人を先頭

に、ハハハ行進の様子 

講師の田口初枝氏 

《
二
月
十
八
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

足
立
区
倫
理
法
人
会
、
森
山
い
さ
子
会
長
（
㈲
シ
ャ
ル
レ
森
山
） 

を
講
師
に
お
招
き
し
、『
親
の
恩
・
反
始
慎
終
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
六
年
前
に
お
客
様
に
盥
（
た
ら
い
）
の
水
の
逸
話
を
教
わ
り
、
す
ぐ
に
万
人
幸
福
の
栞

を
購
入
。
書
い
て
あ
る
こ
と
が
ピ
タ
、
ピ
タ
と
当
た
っ
て
い
て
栞
を
開
く
の
が
怖
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
人
生
の
目
的
の
一
つ
に
、
人
が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
。

倫
理
を
学
ん
で
、
大
き
く
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
親
の
ご
恩
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
機
会 

を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
、
感
謝
し 

ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尚
、
会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
北
原
京
子 

    

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
談
役
（
㈱
Ｂ
・
Ｈ
・
Ｃ
代
理
店
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
、
ご
縁
を
大
切
に
し
た
お
陰
で
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

感
動
し
た
そ
う
で
す
。
拍
手
。 

 
会員スピーチの北原相談役 

講師の森山いさ子氏 
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